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危険物地下タンクの規制強化改修の猶予期限は平成25年1月31日です

2010年6月の消防法改正で、地下に埋められているガソリンや灯油、重油などを保管するタンクの規

制が大幅に強化され、埋設後40～50年を超えたタンクは油漏れを防ぐために内面を繊維強化プラス

チック（ＦＲＰ）で加工するか、地下に電極を埋め込み電流を流すことで腐食を防止する対策が義務付け

られています。この改修の猶予期間は平成25年の1月31日までの2年間です。

タンクの塗覆装の種類とタンクの設計板厚に対して各設置年数で必要な対策が決まっていますので、

期限内の対策が必要な場合はもとより、近い将来の対策に向けての準備が必要です。

埋設20年以上の地下タンクを所有されている方は、弊社担当者に気軽に声をかけて下さい。

埋設20年以上の危険物地下貯蔵タンクを所有されている方は、必ず目を通してください

腐食の恐れが特に高いもの

腐食の恐れが高いもの

それ以外のもの

下記のいずれかの措置
①ＦＲＰ内面ライニング
②電気防食

下記のいずれかの措置
①ＦＲＰ内面ライニング
②電気防食
③常時監視(漏れの早期検知)

現在の基準の通り

Ｃ:タンク外面の
塗覆装の種類

Ｂ:設計板厚

Ａ:設置年数

鋼製一重殻地下貯蔵タンク（直埋設）の例

Ａ～Ｃの詳細は弊社担当者に確認して下さい

鋼製一重殻
地下貯蔵タンク

（直埋設）

漏れた後の措置費用は膨大

措置費用事例（地下タンク、腐食開孔）
○平成22年3月 新潟 約1,200万円
重油3,100リットル河川流出

○平成22年4月 北海道 約1,670万円
重油2,700リットル地下漏洩

総務省報道資料より

漏洩の危険が増加
①施設数減少
（H6/H23=83%）

H6=56万⇒H23=45万
②腐食劣化起因
流出事故増加

(地震起因除く)
(H6/H23=255%)

H6=54件⇒H23=138件
総務省報道資料より

内面ＦＲＰ加工事例
弊社地下貯蔵タンク

完全装備で作業 加工前

ＦＲＰ加工後

錆


